











































































































































































































このように半径200m ほどの決して広くない範囲内に分布する 3 つの保長公小廟だが、廟の規
模や分布の様態からも推察されるとおり、参拝客は廟のごく近隣に暮らす人々
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
に限られている。
では、周辺住民は保長公小廟をどのように認識し、参拝しているのだろうか。以下の部分では、






























 （話者：60代女性、場所：保長公小廟Ⅱ、時間：2019年 6 月 7 日）
　保長公は白無常のこと。城隍廟にもいるよ（保长公是白无常，城隍庙也有）。
 （話者：60代男性、場所：保長公小廟Ⅱ、時間：2019年 6 月 7 日）
　保長公は事業や学業をお守りするの（保长公保佑事业、读书）。





































































































































































6  撮影場所：馬巷鎮三郷社区 馬巷城隍廟　撮影時間：2017年 9 月17日　撮影者：筆者
7  原文：城被敌军围困，主官派谢必安去救兵。谢必安个子高，跑得快，跑来跑去，跑得很累，喘气，吐着舌头
死掉了。范无救看到这个，跳城河跟着死了。后来为了纪念谢范将军的功劳，在城隍庙里供奉了他们。



















さまなのか（那么，范将军是什么样的神呢？）｣ と尋ねたところ、管理人 B は以下のように回答〕那就不知道了。



















25 馬巷城隍廟の管理人 B は保長公を城隍爺の部将として定義しているため、その点でこの仮説は破綻している。
しかし筆者は、保長公を城隍爺の部将とする上記の言説は、城隍廟の白無常（謝必安）に保長公の姿が投影さ
れる過程で生じた伝承混交の産物と捉えることが可能と考える。現に管理人 B は、城隍廟の管理人であると同
時に、保長公小廟の祭祀圏に暮らす周辺住民でもあり、彼の中で上記のような混乱が生じるのは十分にあり得
ることである。いうなれば「無常鬼」「保長公」「謝将軍」等の（実態を持たない、人々の想像力に依拠する）概
念は、人・場所・時間の相違によって微妙に揺れ動く、まさに無常な概念である。したがって、そのような概
念を考察対象とする場合には、個別的な事例にも注意を払いながら、最大公約数的な要素を抽出し、それ（最
大公約数）を基準に全体を包括しうる妥当な論理を構築していくことが（まずは）重要であると認識している。
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